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５月予報（全16枚） 
  病防第１０号  

令和５年（２０２３年）４月２７日  

  各関係機関長 様 

熊本県病害虫防除所長   

 

病害虫発生予察情報について（送付） 

  令和５年度（２０２３年度）発生予報第２号を下記のとおり発表しましたので送付します。 
 

 

            令和５年度（２０２３年度）病害虫発生予報第２号（５月予報） 
 
Ⅰ 気象予報：令和５年（２０２３年）４月２０日福岡管区気象台発表 
   ◎向こう１ヶ月の気象予報（単位：％） 

予報対象地域 要  素 
低 い 

（少ない） 
平年並 

高 い 

（多い） 

九州北部全域 

（含、山口県） 

気  温 ４０ ４０ ２０ 

降 水 量 ２０ ４０ ４０ 

日照時間 ４０ ４０ ２０ 

 
 
Ⅱ 【今後、注意すべき病害虫】 

１ 発生の概要 

作物 病害虫名 
発生予想 予 想 の 根 拠 

備 考 
平年比 前年比 巡回調査 防除員報告 気象要因 

早期 
水稲 

葉いもち 並 並 並（±） 
並～やや少

（－） 

降水多～並 

（＋） 

 
 

イネミズ 
ゾウムシ 

並 並 並（±） 
並～やや少

（－） 
気温並～低 

（－） 
 

麦 赤かび病 並 少 － 
並 

（±） 

降水多～並

（＋） 

多発条件出
現日予測 
（－） 

イグサ 
イグサシン
ムシガ 

並 並 － 
やや多～並 

（＋） 
気温並～低 

（－） 

越冬調査 
並（±） 

八代予察灯 
やや少
（－） 
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作物 病害虫名 
発生予想 予 想 の 根 拠 

備 考 
平年比 前年比 巡回調査 防除員報告 気象要因 

茶 

カンザワ 
ハダニ 

やや多 並 
やや多
（＋） 

やや多～並
（＋） 

気温並～低
（－） 

降水多～並
（－） 

ほ場調査 
御船町 

平年比やや
少（－） 

クワシロ 
カイガラムシ 

やや多 並 多（＋） 並（±） 

気温並～低
（－） 

降水多～並
（－） 

 

チャノコカク

モンハマキ 
やや少 少 並（±） 並（±） 

気温並～低
（－） 

降水多～並
（－） 

ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ 
合志市 
平年並
（±） 
御船町 
平年比少 

（－） 

チャノホソガ 並 やや少 並（±） 並（±） 

気温並～低
（－） 

降水多～並
（－） 

ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ 
合志市 
平年比少
（－） 
御船町 

平年比やや
少（－） 

カンキツ 

灰色かび病 やや多 やや多 ― ― 
降水多～並
（＋） 

 

ミカンハダニ やや多 やや多 並（±） 
やや多～並
（＋） 

気温並～低
（－） 

降水多～並
（－） 

ほ場調査 
宇城市 多 
（＋） 

ナシ 黒星病 並 並 並（±） やや少（－） 

気温並～低
（＋） 

降水多～並 
（＋） 

 

冬春ナス すすかび病 並 並 
やや少（－

） 
やや多～並
（±） 

降水多～並 
（＋） 

 

イチゴ 
(親株) 

ハダニ類 並 やや多 
並 

（±） 
やや多～やや少 

（±） 
気温並～低 
（－） 
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作物 病害虫名 
発生予想 予 想 の 根 拠 

備 考 
平年比 前年比 巡回調査 防除員報告 気象要因 

冬春 
キュウリ 

うどんこ病 少 やや少 
少 

（－） 
並 

（±） 
降水多～並 
（＋） 

 

べと病 やや多 並 並（±） 
やや多 
（＋） 

降水多～並 
（＋） 

 

ウリ科 
野菜 

退緑黄化病 
退緑えそ病 

並 並 

退緑黄化病 
やや多 

コナジラミ 

並（＋） 

キュウリ、 
メロン、スイカ 

並（±） 

コナジラミ 
気温並～低 
（－） 

 

冬春 
果菜類 

灰色かび病 やや多 やや多 

トマト 
やや多 
ナス、 
キ ュ ウ リ 
多 
イチゴ 並 

（＋） 

トマト 
やや多～やや少 
ナス 
やや多～並 
キュウリ並 
イチゴ 
やや多～やや少 

 （±） 

降水多～並 
（＋） 

 

タバコ 

コナジラミ 
並 並 

トマト、 
キュウリ、
イチゴ 並 

ナス 
やや多 
 （±） 

トマト 
並～やや少 
ナス、スイカ  

メロン、 
キュウリ、 
イチゴ 並 

（±） 

気温並～低 

（－） 
 

アザミウマ類 
(イチゴ除く) 

並 並 

ナス 並 
キュウリ 
やや少 

（－） 

ナス、スイカ、
キュウリ 並   

（±） 

気温並～低 
（－） 

 

※予想の根拠末尾の括弧書きは、（＋）は発生を助長する要因、（－）は発生を抑制する要因、（±） 
は影響が少ない要因であることを示す。 
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２ 予想発生量、根拠、対策等 

◎早期水稲 
１）葉いもち 

（１）発生量：並 

（２）根拠 ア ４月の巡回調査で発病株率は認められ 

ず（発病株率平年0.2％)平年並の発生で 

あった（±）。 

（３）対策 ア 補植用苗は伝染源となるため、早めに
       処分する。 

 

２）イネミズゾウムシ 

（１）発生量：並 

（２）根拠   ア  ４月の巡回調査で発生は認められず
（発生量平年0.2頭/25株）、平年並の
発生であった（±）。 

（３）対策  ア 成虫が10株当たり５頭以上発生した場
       合、水面施用剤により防除する。 

       イ 根の発育が不良な水田では幼虫の被害
が大きくなるため、ほ場を観察し発生
に注意する。 

 

 

◎麦類 
１）赤かび病 

  （１）発生量：並 

（２）根拠 ア ４月の防除員報告では小麦、大麦ともに概ね平年並の発生（±）。 
      イ アメダス実測値を用いた赤かび病の多発条件出現日予測では、開化期以降に 

好適条件は見られなかった（－）。 
（３）対策 ア 収穫が遅れると、赤かび病菌が産生するかび毒（DON）の含有濃度が高くな

る傾向があるため、適期に収穫する。 

 イ 収穫後、適切な水分まで乾燥する間に、赤かび病菌が増殖し、かび毒
（DON）が産生される場合があるため、収穫した麦は可能な限り速やかに乾燥
をする。 

 

 表 麦類赤かび病の多発条件出現日（熊本市、アメダス実測値で予測） 

 2023 年（R５） 2022 年（R４） 1998 年（多発年） 

開花期から２週
間の多発条件出

現日数 

０日 ５日 ７日 

 

※アメダス実測値を用いた赤かび病多発条件出現日の判定結果は病害虫防除所ホーム
ページに掲載しています。 
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◎イグサ 
１）イグサシンムシガ 
（１）発生量：並 

（２）根拠  ア ３月 24 日に実施した越冬世代の調査では、10 ㎡当たり発生量は 3.5 頭
（平年 3.3 頭）と平年並の発生であった（±）。 

イ 八代地域の４月第１～４半旬の１か所当たりの予察灯誘殺数は 2.5 頭（平
年 3.5 頭）と平年比やや少であった（－）。 

（３）対策  ア 越冬世代の発蛾最盛日から予測される第１世代の発蛾最盛日は５月 24 日。 
最新の情報を病害虫防除所のホームページで確認し、適期を逃がさないよう
に発蛾最盛日及びその１～２週間の範囲で２回程度の防除を広域で行う。 

     
      表 有効積算温度による第１世代発蛾最盛期の予測日 

地域 越冬世代 
発蛾最盛期 
（予測） 

産卵前期間 基準日 
（積算開始日） 

有効積算 
（385日度） 

到達日 

八代 ３月27日 ３月28日 
 ～30日 

３月31日 ５月24日 
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◎茶 
１）カンザワハダニ 
 （１）発生量：やや多 

  （２）根拠  ア ４月の巡回調査では、寄生葉率 

7.5％（平年 5.7％）と平年比やや多  

の発生であった（±）。 

        イ 茶業研究所（御船町)の４月第４半
旬の寄生葉は認められず（平年寄生
葉率 2.0％）と平年比やや少の発生で
あった（－）。 

              
 （３）対策 ア 通常、一番茶摘採後から発生が多く

なる。多発してからの防除では効果が低下するので、摘採終了後は低密度時か
ら防除を行う。 

イ 晩霜害を受けると、摘採時期の遅延等により本虫の被害が助長されるため、
早めに対策を行う。 

ウ  薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統の異なる薬剤のローテーション使用を行
う。 

 
２）クワシロカイガラムシ 
（１）発生量：やや多 
（２）根拠 ア ４月の巡回調査では一部地域で多発

生がみられ、寄生株率 26.9％（平年
8.1％）と平年比多の発生であった
（＋）。 

（３）対策 ア 防除適期は、ふ化最盛期（卵塊全体
の 60～80％になった時期）であるた
め、ふ化状況をよく観察して防除す

る。 
イ アメダス地点の有効積算温度シミュ

レーションによる第１世代ふ化最盛

日の予測では平年より 12～19 日程度早い予測であった（４月 24 日現在の気
象データから算出）。下記の予測日を参考にしてほ場をよく観察し、防除時
期を判断する。 
 

表 クワシロカイガラムシの第１世代ふ化最盛日予測（４月 24日現在） 

 

 

 

 
 
※クワシロカイガラムシの第１世代ふ化最盛日予測に関する情報は病害虫防除

所ホームページに掲載し、随時最新の情報に更新します。 

 

ウ 発生が多い場合は、一番茶後に中切りして、その後徹底防除を行う。 
エ 幼虫は、苗木や農機具に付着して分散する場合もあるので、苗木購入、育

苗、摘採等管理作業で分散しないように十分注意する。 

 

 

アメダス地点 鹿北 菊池 甲佐 水俣 上 

第 1 世代 

（平年比） 

５月 14 日 

(12 日早) 

５月 4日 

(15 日早） 

５月５日 

(13 日早） 

４月 26 日 

(19 日早） 

５月８日 

(14 日早） 
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３）チャノコカクモンハマキ 
（１）発生量：やや少 
（２）根拠 ア ４月の巡回調査では発生がみら

れず（平年被害葉数0.6葉/㎡）、
と平年並の発生であった（±）。 

イ フェロモントラップ調査では、
４月第１～４半旬の捕獲頭数が合
志市は138頭（平年153頭）と平年
並の発生であった（±）。 
御船町は27頭（平年103頭）と平年
比少の発生であった（－）。 

（３）対策 ア ほ場を見回り発蛾最盛期から７
～10日後の若齢幼虫を対象に防除を行う。通常、各茶期の摘採直後が防除適
期にあたる。 

 
３）チャノホソガ 
（１）発生量：並 
（２）根拠 ア ４月の巡回調査では一部地域で発生がみ

られ、被害葉数0.1葉/㎡（平年0.3葉/㎡）
と平年並の発生であった（±）。 

イ フェロモントラップ調査では、４月第１
～４半旬の捕獲頭数が合志市は９頭（平
年26頭）と平年比少の発生であった
（－）。 
御船町は39頭（平年164頭）と平年比やや
少の発生であった（－）。 

（３）対策 ア 防除は、三角葉巻をつくる前の若齢期や
幼芽期（新芽が５mm以内）に行う。 
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◎カンキツ 

１）灰色かび病 
（１）発生量：やや多  

（２）根拠 ア 気象予報によると、向こう１か月の降水量は平年比多～並の予想である
（＋）。 

（３）対策 ア 落花期に雨が多く、花弁の離脱が悪いと多発する傾向にあるため、開花
期～ 落弁期の薬剤散布を徹底する。また、開花期及び落弁期はそうか病の
防除時期でもあるため、同時防除を実施する。 

イ 整枝せん定を十分に行って樹幹内部の通風採光を図る。 

 
２）ミカンハダニ 
（１）発生量：やや多 
（２）根拠 ア ４月の巡回調査では、寄生葉率

3.3％（平年 4.9％）、寄生頭数
1.3 頭／10 葉（平年 0.5 頭／10

葉）で平年並の発生であった
（±）。 

イ 果樹研究所（宇城市）の予察ほ
場では、４月４半旬の雌成虫の寄
生葉率 87.0％、寄生頭数 511 頭／
10 葉と多発生であった（＋）。 

（３）対策 ア マシン油乳剤を散布していない
園では、新梢葉での発生に注意す
る。 

イ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、
系統の異なる薬剤のローテーション使用を行う。 

 

 
◎ナシ 
１）黒星病 

（１）発生量：並 

（２）根拠 ア ４月の巡回調査では、発病葉は
確認されず（平年0.0％）、平年並
であった（±）。 

（３）対策 ア 罹病葉や発病果は、見つけ次第
園外に持ち出して処分する。 

      イ 果樹研究所（宇城市）の無防除   
樹（幸水）では、４月７日に果実で  
初発生が確認された（平年４月 16 
日）。薬剤防除は生育の前進に合わ 

せて行い、散布間隔があきすぎない 
ように注意して降雨前の予防散布に 
努める。 

ウ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統の異なる薬剤のローテーション使用
を行う。ＱｏＩ剤（FRACコード11）及びＳＤＨＩ剤（FRACコード７）の年
間使用回数は２回まで、イプフルフェノキン剤（FRAC コード 52）は１回を
基本とする。 
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◎冬春ナス 
１）すすかび病 

（１）発生量：並 

（２）根拠 ア ４月の巡回調査では、発病株率30.
8％（平年47.4％)と平年比やや少の発
生であった（－）。 

（３）対策 ア 過度のかん水を避けると共に、温度
管理に注意しながら換気に努める。 

イ 発病葉は伝染源となるので、早期に
除去し、処分する。 

ウ 薬剤散布の際は、散布むらが生じな
いように、十分量の薬液を丁寧にかけ
る。 

エ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統
の異なる薬剤のローテーション使用を

行う。 
オ 発病葉や施設資材上に付着した病原菌が次作の伝染源となるため、発生が
多いほ場は、栽培終了後に太陽熱消毒を行い、病原菌密度を低下させる。 

 
 

◎イチゴ（親株） 

１）ハダニ類 
（１）発生量：並 
（２）根拠  ア  ４月本ぽの巡回調査では、一部のほ場 

で多発生が見られたが、寄生葉率24.8％
（平年21.0％）と平年並の発生であった

（＋）。 
（３）対策  ア 次作での発生を少なくするために、育

苗ほ（親株床、育苗ハウス）へ持ち込ま
ない対策を徹底する（３ 防除のポイン
ト等の「イチゴにおけるハダニ類の防除
対策」を参照）。 

イ 薬剤は下位葉の葉裏にも十分かかるよ
うに散布する。 

ウ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統の
異なる薬剤のローテーション使用を行う。 
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◎キュウリ 
１）うどんこ病  
（１）発生量：少 

（２）根拠  ア  ４月の巡回調査では、発病葉率2.8％
（平年23.6％)と平年比少の発生であっ
た（－）。 

（３）対策 ア 多発生後は防除が困難なので、初期
防除を徹底する。 

イ 薬剤防除は葉裏に十分かかるように
散布する。 

ウ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統
の異なる薬剤のローテーション使用を行う。 

 
２）べと病 
（１）発生量：やや多 

（２）根拠   ア  ４月の巡回調査では、発病葉率
22.8％（平年24.9％)と平年並の発生
であった（±）。 

（３）対策  ア 湿度が高い条件や肥料切れで多発す
るので、過湿を避け、肥培管理に注意
する。 

イ 多発生後は防除が困難なので初期防
除を徹底し、薬剤が葉裏に十分かかる
ように散布する。 

ウ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統
の異なる薬剤のローテーション使用を
行う。 

 

◎ウリ科野菜 

１）退緑黄化病、退緑えそ病 

（１）発生量：並 
（２）根拠  ア  ４月のキュウリの巡回調査では、退

緑黄化病の発病葉率17.0％（平年
10.5％)と平年比やや多、コナジラミ
の寄生葉率0.4％（平年1.4％）と平年
並の発生であった（＋）。 

（３）対策 ア 保毒虫を施設内で「増やさない」対
策および「出さない」対策を徹底する
（３ 防除のポイント等の「野菜のウ

イルス病まん延を防止しましょう」を
参照）。 
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◎冬春果菜類 
１）灰色かび病 
 （１）発生量：やや多 

 （２）根拠 ア ４月の巡回調査では、発病葉率がトマトの茎葉で16.9％（平年12.7％）と
平年比やや多、ナスで10.0％（平年0.9％）と平年比多、キュウリで8.4％
（平年0.9％）と平年比多、イチゴで0.0％（平年0.0％）と平年並の発生であ
った（＋）。 

 （３）対策 ア 摘葉等による通風採光を図り、多湿にならないようにする。 
イ 被害葉や老化葉は早めに除去する。 
ウ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統の異なる薬剤のローテーション使用を行
う。 
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２）タバココナジラミ 
（１）発生量：並 
（２）根拠  ア ４月の巡回調査では、寄生葉率がトマトで1.7％（平年1.5％）と平年並、

キュウリで0.4％（平年1.4％）と平年並、ナスで9.2％（平年7.0％)と平年比
やや多の発生であった（±）。 

（３）対策  ア タバココナジラミは、トマト黄化葉巻病、トマト黄化病、キュウリ退緑黄
化病、メロン退緑黄化病、スイカ退緑えそ病の病原ウイルスを媒介するので、
トマト、ウリ類では本虫の発生に注意し、防除対策を徹底する（３ 防除のポ
イント等の「野菜のウイルス病まん延を防止しましょう」を参照）。 

イ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統の異なる薬剤のローテーション使用を
行う。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）アザミウマ類（イチゴ除く） 
（１）発生量：並 
（２）根拠  ア  ４月の巡回調査では、キュウリで

は 寄 生 葉 が 確 認 さ れ ず （ 平 年
2.5％）平年比やや少、ナスでは寄
生葉率1.2％（平年2.6％）と平年並
の発生であった（±）。 

（３）対策  ア 粘着トラップ等を設置し、早期発
見に努め、早めの防除を徹底する。
粘着トラップの色は、ミナミキイロ
アザミウマに対しては青色、ミカン
キイロアザミウマに対しては青色ま
たは黄色を使用する。 

イ  ミナミキイロアザミウマはウリ類黄化えそ病の病原ウイルスを媒介するの
で、ウリ類では本虫の発生に注意し、防除対策を徹底する（３ 防除のポイ
ント等の「野菜のウイルス病まん延を防止しましょう」を参照）。 

ウ 施設内の雑草は、重要な増殖源となるので除去する。 
エ 薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統の異なる薬剤のローテーション使用を

行う。 
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３ 防除のポイント等 

 

イネ種子伝染性病害の育苗時対策について 

 

 

 

イチゴにおけるハダニ類の防除対策 
－次作での発生リスク低減に向けて－ 

 本作は本ぽにおいて、ハダニ類は平年並で推移しましたが、一部ハダニ類が多発しているほ
場も見られます。 

次作で多発生させないためには、ハダニ類を親株に持ち込まないことが重要ですので、以下
の対策を徹底しましょう。 

 

【ハダニ類の防除対策】 
（１）本ぽからの持ち込みを防ぐため、親株ほの管理作業は最初に行う。 
（２）本ぽで除去した老化葉や収穫終了後の株をほ場周辺に放置しない。 
（３）ほ場周辺の雑草は発生源となるので、除草を徹底する。 
（４）薬剤防除の際は、効果を高めるために事前に下葉かぎを行い、十分な液量で薬液が

葉裏に十分かかるように丁寧に散布し、散布むらをなくす。 
（５）育苗期は気門封鎖剤などの物理的資材を積極的に活用する。気門封鎖剤は、ハダニ

類に直接付着しないと効果がないため、特に丁寧に散布する。また、卵への効果や残

効性が低いため、７日程度の間隔で複数回散布する。 
 

 

 

 

 

 

 

イネ種子伝染性病害（いもち病、ばか苗病、もみ枯細菌病など）は保菌種籾が第一次伝染源

で、苗箱で発生すると、苗いもちやもみ枯細菌病による苗腐敗を引き起こします。今後１か月

の気温は平年並～低い予想ですが、浸種時の水温が高くなると細菌性病害の発生が助長される

ため、注意が必要です。種子消毒、浸種～育苗期間の管理を徹底して、保菌種籾から苗への感

染を防ぎましょう。 

 [種子消毒] 

（１）購入種子でも塩水選および種子消毒を行う。 

（２）登録農薬での浸漬処理では、薬液が行き渡るように網袋等に籾を入れ過ぎないよう

にし、水温は10℃～15℃で行う。 

（３）温湯消毒（57℃で10分間浸漬後直ちに冷水で冷やす）および微生物農薬による種子

消毒では、温度管理を適正に行う。 

 [浸種～育苗期間] 

   （１）浸種時の水温が高くなると細菌性病害の発生が助長される。そのため、浸種時の水

温が高温にならないように、浸種実施場所等に注意する。 

（２）種子消毒後の苗にいもち病菌を感染させないため、育苗床に被害わらや籾がらを持

ち込まない。 

（３）育苗中は高温、多湿にならないように管理する。 
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野菜のウイルス病まん延を防止しましょう 
本県では「トマト黄化葉巻病」、「トマト黄化病」、「キュウリ・メロン黄化えそ病」、

「キュウリ・メロン退緑黄化病」、「スイカ退緑えそ病」などのウイルス病が発生していま
す。これらの病気の原因となる各ウイルスは、コナジラミやアザミウマ等の微小害虫により媒
介されます。 
これら微小害虫は、気温が高くなると活動が活発になりますので、今後、ハウス内の換気や

栽培終了に伴う、ウイルスを持った虫（保毒虫）の施設外への拡散が懸念されます。 
そこで、確実にウイルスの伝染環（つながり）を絶ち、地域におけるウイルス病の拡大を防

ぐため、以下の対策を必ず行いましょう。 
 

【保毒虫を施設外に「出さない」対策】 
まず、地域（野外）の保毒虫密度を高めないために、ハウス内から微小害虫を逃がさないよ

うにしましょう。 
◇栽培中の「出さない」対策 
（１）定期的に施設周辺を見回り、ハウスビニルや防虫ネットに破れが無いか点検し、必要に

応じて修繕を行う。 
（２）成虫に効果の高い剤を主体とした薬剤防除を行う。 
◇栽培終了後の「出さない」対策 
（１）微小害虫の施設外への飛び出しを防ぐため、栽培終了後は必ずハウスを密閉してから一

斉に植物を枯らす。 
（２）悪天候等で作物の枯死に時間がかかると予想される場合には、古株枯死に使用できる薬

剤注１の併用も検討する。なお、使用にあたっては、必ずラベルなどで使用方法を確認し、
遵守する。 

（３）地域で取り決めた密閉処理期間を遵守し、微小害虫及びウイルスを完全に死滅させる。 
（４）施設内の片付けは、密閉処理が終了してから行う。 

 
  注１）令和５年４月２４日現在において使用可能な薬剤は以下のとおり 

・カーバムナトリウム塩液剤（商品名：キルパー） 
・クロルピクリンくん蒸剤（商品名：クロピクフロー） 
※クロルピクリンくん蒸剤のうち使用できるのはフロー剤のみ 
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Ⅲ 【その他の病害虫】 

作 物 病 害 虫 名 
発生予想 

(平年比) 
発生概況及び注意すべき事項等 

茶 チャハマキ 

    
並 

 

巡回調査では平年並（±）。 
防除員報告では平年並（±）。 
発蛾最盛期から７～10日後の若齢幼虫期に防除を行う。 

カンキツ 

そうか病 並 
巡回調査は平年並（±）。 
果樹研究所の県予察ほでは、初発日は平年より早いが、
発生量は平年並（±）。 

かいよう病 並 
防除員報告は平年並（±）。 
春葉の感染が多いと、果実への感染も多くなるため、春
葉の防除を徹底する。 

アブラムシ類 並 

巡回調査は平年並（±）。 
発生量や発生時期は年や場所によって差がみられる。新
葉の展開に伴い増加することがあるため、発生状況に注
意する。 

ナシ 

赤星病 並 
巡回調査は平年並（±）。 
黒星病と同時防除を行う。 

アブラムシ類 並 

巡回調査は平年並（±）。 
発生量や発生時期は年や場所によって差がみられる。新
葉の展開に伴い増加することがあるため、発生状況に注
意する。 

冬春 
トマト 

うどんこ病 並 
巡回調査では、平年並（±）。 
防除員報告では平年比やや多～やや少（±）。 
多発後は防除が困難なので初期防除を徹底する。 

葉かび病 並 

巡回調査では、平年比少（－）。 
防除員報告では平年比やや多～並（±）。 
草勢が低下すると多発しやすいため、適切な肥培管理を
行う。 

すすかび病 並 

巡回調査では、平年並（±）。 
防除員報告では平年並～やや少（±）。 
多発後は防除が困難なので、発生初期の防除を徹底す
る。 

ウリ科 
野菜 

つる枯病 並 

防除員報告ではメロンで平年比やや多～並、スイカで平

年並（±）。 
かん水は直接株元に行わず、株元周辺を出来るだけ乾燥
状態に保つ。 

スイカ 菌核病 並 
防除員報告では平年比やや多～並（±）。 
発生ほ場では、菌核を残さないよう処分する。 
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作 物 病 害 虫 名 
発生予想 
(平年比) 

発生概況及び注意すべき事項等 

野菜全般 アブラムシ類 並 
巡回調査ではイチゴでやや多、トマト・ナス・キュウリ
で平年並（±）。 
発生を確認したら、直ちに薬剤防除を行う。 

【野菜病害虫の共通対策事項】 
 ・換気や排水を良くし、過湿の防止に努める(病害)。 
 ・多発後は防除が困難になるので、早期発見と初期防除に努める。 
 ・薬剤抵抗性の発達を防ぐため、系統の異なる薬剤のローテーション使用を行う。 

 
 
Ⅳ その他 

農薬安全使用上の留意点 

 

◎ 詳しい内容等については 病害虫防除所(農業研究センター生産環境研究所予察指導室） 

  (TEL：096-248-6490）にお問い合わせ下さい。 

※なお、本文及び各種トラップのデータ等はホームページ「https://www.pref.kumamoto.j
p/soshiki/75/125504.html」上に掲載しています。 

農薬を使用する際は、必ずラベルなどで使用方法を確認し、登録がある農薬を使うととも
に、収穫前使用日数や使用回数、希釈倍数等を遵守しましょう。 
また、ミツバチや魚介類など周辺動植物及び環境へ影響がないよう、飛散防止を徹底する

とともに、事前に周辺の住民や養蜂業者等へ薬剤散布の連絡を行うなど、危害防止に努めま
しょう。 
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